























実験は，図 1 に示す幅 2600［mm］，奥行き 2600
［mm］，高さ 2400［mm］の住宅のリビングを想定した
実大空間にて行った。空間にはローテーブルとソファを
設置し，空間内天井に色温度 3000 K の LED ダウンラ
イト［Panasonic/LGB72061LG1］および色温度 5000 K




















Preferable Colors of Wall and Light for Relaxing
──Focusing on migraineurs──
鍵 本 明 里 仁 村 友 美＊ 奥 田 紫 乃＊＊
（Akari KAGIMOTO）（Yumi NIMURA） （Shino OKUDA）
辰 元 宗 人＊＊＊ 岡 嶋 克 典＊＊＊＊ 平 田 幸 一＊＊＊






























色が 3000 K の条件および，壁面色彩が Y 1（薄黄）・Y























紙色名 L* a* b* C * h（°）
W N−8 95.66 0.42 2.34 2.38 79.82
Y 1 O−56 92.32 1.73 13.05 13.17 82.45
Y 2 L−57 89.18 1.10 32.01 32.03 88.03
表 2 照明および壁面色彩条件
条件番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
顔面鉛直面
照度（lx） 50 200500 50 200500 50 200500 50 200500
壁面色彩 W W Y 1 Y 2





面色彩が Y 1（薄黄），光色が 5000 K の条件および壁面
色彩が Y 2（濃黄），光色が 5000 K の条件の場合，「好
ましい」，「非常に好ましい」の回答割合が 50％を超え
ることが読み取れる。さらに，壁面色彩が W（白），光
色が 3000 K の条件では「好ましい」，「非常に好まし
い」の回答割合は 70％を超えることがわかる。各壁面
色彩および光色条件における回答率の差について χ2検
定を行った結果，壁面色彩が W，光色が 3000 K の条件
と壁面色彩が W，光色が 5000 K の条件の間に有意な差
がみられた（P＜.01）。従って，同じ壁面色彩の場合，



















図 4 好ましさ評価の 20名分の平均値および回答度数分布
図 5 顔面鉛直面照度 200［lx］における「好ましい」，
「非常に好ましい」の回答割合
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